対象箇所図様式第３号

この面に「除去する堆積物の範囲」を示し、企画提案書（様式第２号）と合わせて提出すること。
※「除去する堆積物の範囲」は、黒枠の範囲内（Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ）で実施可能な範囲を以下の図に記入すること。
[bookmark: _GoBack][image: \\KANSEI_NWHD3\share\03 自然環境係\214-佐潟再生事業\どろ上げ業務委託\06_業務委託プロポーザル関係\01募集関係\写真など\printed (6-1).jpg]※「除去する堆積物の範囲」は、Ａは必ず実施する範囲とし、Ｂ～Ｄは枠全てを行う必要はない。（例.「Ａ全ての範囲+Ｂの一部範囲」は可）
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